
会 議 報 告 書  

会 議 名 令和７年度第１回白井市郷土資料館運営協議会会議 

場  所 
白井市文化センター２階 かおりホール

(中ホール) 
日 時 

令和７年７月２４日(木) 

15：30～17：00 

報 告 者 郷土・プラネタリウム班 職・氏名 学芸員 遠藤 愛佳 

出 席 者 

（委 員）倉田委員(会長) 古里委員（副会長）・鈴木委員・横山委員・川島委員・

森山委員・大川委員・杉原委員(８名) 

（事務局）郷土資料館 髙花館長 

遠藤学芸員  

石戸学芸員 

     生涯学習課 戸谷副主幹 

大規模改修準備室 佐山主査 

傍聴者 1名 

 

１.開  会  

 

２.委嘱状及び任命式 

 

３.会長・副会長の選任 

引き続き会長には倉田会長、副会長には古里副会長に決定 

 

４.議題 

  

  白井市郷土資料館設置管理条例施行規則第１０条により、会長が会議の議長となる 

 

（１）令和６年度事業実績報告について 

資料に基づき事務局(郷土資料館)より説明を行う 

 

 [主な質疑応答] 

 委 員： 来館者数が年間で2000人ほど増えたというが、コロナの時期と比べてどのような変

化があるか。 

 事務局： コロナの時期より増加し、コロナ前の水準の年間20000人前後に戻ってきた。また、

企画展の時期に増加したため、企画展の成果だと考えている。 

 委 員： 体験教室の回数を増やすことができるか。また、郷土史講座の講師とその内容につい

て知りたい。 

 事務局： 体験教室については、その内容によってこどものサポートに回る人員が必要であるた

め、あんぎんづくりや来福帳づくりは回数を増やすことが難しい。郷土史講座につい

ては、講師は館長が務めた。タイトルは「古墳出現期の外来系土器」で、館所蔵の古

墳時代出現期の土器について、どのような経緯で白井に入ってきたか解説する講座で

あった。 

  

    ～ 以上で令和６年度事業実績報告についての質疑終了 ～ 

 

 

（２）令和７年度事業計画(案)について 

資料に基づき事務局(郷土資料館)より説明 

 

 [主な質疑応答] 



 委 員： 企画展を年一回できたらよいと考えるが、毎年することはできるか。 

 事務局： 以前は企画展を毎年していたが、経費節減や学芸員が2人から1人に減ったことで毎

年開催することが困難になった。人員が安定的に学芸員2人体制をとれるのであれば

毎年企画展をすることは可能ではないかと考える。 

 委 員：今後は体制をとって予算も確保して毎年やっていくような検討をしていくということ

でよろしいか。 

 事務局： そのような要望を出していきたい。 

会 長：来年の企画展について、どのような内容を考えているか。 

事務局：具体的に決定はしていないが、市民学芸スタッフの活動が今年で20年になるので、そ

れを企画展にできないかと考えている。 

委 員：小展示について、戦後80周年の記念展の内容を教えていただきたい。 

事務局：企画展ほど調査に時間をとれないため、簡単な内容になると思うが、市内関係の資料

を使って展示していきたい。具体的には決まっていないが、例えば、戦地からの手紙

などのやり取りからどんなものが見えてくるかということができればと考えている。 

委 員：「小金牧と白井」の図録が販売されているが、6月に販売開始で残部僅少となっている

が、どのような状況か。 

事務局：残部僅少については、企画展の無料解説冊子のことである。図録は3月末に完成し、

販売方法を考えて販売できるようになったのが6月である。400部作成し、200部は県

内の博物館などの施設に配布し、残り200部を今年度については販売する。 

会 長：図録が販売されていることについて、知らない方も多いのではないか。小金牧に関す

る資料だと興味を持たれる方が多いと思うが、宣伝が行きわったてないのではない

か。 

事務局：広報やホームページ、ラインに情報を載せている。県外からの問い合わせもあったり

する。 

会 長：地方史研究協議会などの学会誌へ新刊紹介はしているか。 

事務局：行っていない。そのような広報もしていきたいと思う。 

 

～以上で、令和７年度事業計画(案)についての質疑終了～ 

 

（３）大規模改修基本計画策定業務の概要説明と市民アンケートの実施について 

資料に基づき事務局(大規模改修準備室)より説明を行う 

 

[主な質疑応答] 

 委 員：郷土資料館の規模を縮小し、余剰面積を転用するということだが、具体的にどういう

ことか。また、近隣自治体との広域連携等の方策を検討するということの詳細を知り

たい。 

準備室：展示室の規模縮小について具体的なことはこの方針では未定である。収蔵スペースに

ついては現時点で資料があふれている状態であり、展示スペースを縮小して収蔵スペ

ースに転用することのみ方針で示し、基本計画で具体化していきたい。広域連携につ

いても、この方針では具体的には踏み込んでいない。基本計画でご意見を伺いながら

具体的にしたいと考える。 

委 員：あり方の方針は書いてあるが、具体的なところは計画計画の中で決めていくというこ

とでよろしいか。 

準備室：その通りである。 

会 長：文化センターは生涯学習の拠点であるという位置づけをしているが、白井市文化セン

ター大規模改修計画策定イメージはすべて縮小の方向性である。生涯学習への支援や

保障の後退につながるのではないか。大規模改修計画の策定イメージについて、大規

模改修で達成したい事項の中に今後30年間を見据えた身の丈にあった管理運営とはど

ういうことか。また、施設整備・今後の運営手法（案）について民間連携を含めた整



備とある。郷土資料館ではしないと思いたいが、指定管理者を導入するということを

考えているか。期待する効果について、同種同機能の抑制とは具体的にどういうこと

か。 

館 長：縮小の方針が後退にならないのかということについて、提示した案はあり方検討委員

会の議論をもとに方針を作成したので、そのようになっている。但し、改修にあたっ

ては、市民が利用しやすい施設を考えていきたい。30年間を見据えた身の丈に合った

管理運営については、人口減少などを踏まえて長期的な視点で総合的に考えていきた

い。 

委 員：文化センターは社会教育施設の機能を持つ複合施設であるが、新たに保育や福祉など

他の機能が入る可能性があるのか。 

準備室：他の機能が入ってくる可能性はある。基本計画策定の中で検討していく。 

 

５.その他 

事務局から特に報告はなし 

 

６.閉 会 

事務局：それでは、令和７年度第１回白井市郷土資料館運営協議会会議を閉会する。(終) 

 


